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講師の紹介
佐藤仁美さん（南アルプス市芦安地域おこし協力隊）
佐藤さんは令和２年４月に自然を求めて東京都から南アルプス市に移住してきました。佐藤さんは南
アルプス市芦安地区の豊かな自然を活かしながら、芦安地区の良さを色々な人に知ってもらい、発展
させようと日々奮闘されています。今回の体験活動も快く講師を引き受けていただき、優しく丁寧に指
導していただきました。草木染めの他にも様々なワークショップを計画されています。

草木染め
通常私たちが着ている服などは科学染料で染色さ
れています。
草木染めはその名の通り自然界の草や木などの天
然染料で布を染める方法です。
天然染料を使っているため、同じ染料を使っても１回
１回色は少し異なってきますし、使っているうちに色は
落ちてきます。
しかし、化学染料にはマネできない色合いや柔らか
さはとても魅力的です。

令和２年１１月に南アルプス市芦安地内において草木染め体験を行いました。
自然いっぱいの芦安で綺麗な空気を吸いながら、綺麗に色づいた紅葉を見て作業を行いました。
染料として用意していただいたのは①タマネギの皮②アボカドの皮③セイタカアワダチソウ④ブドウの
皮⑤タイム（ハーブ）の５種類です。この他にも染料を探しに山の中に入り、山に落ちていたクルミを染
料にして布を染めました。
初めての体験だったので、どの染料が何色に染まるのか分からず、染料選びから悩んでしまいました。
染めているときは「ちゃんと染まるかな」と心配でしたが、出来上がりはみんな大満足で「この染料がこ
の色になるの！！！」という驚きもありました。

何色になるの
か気になって
鍋から目が離
せません。

鮮やかに染まった布が青空に映えて綺麗でした

講師の佐藤さん
用意していただいた染料とクルミを拾っている様子

素敵な作品が出来ました。

鍋で染料を
煮出して行
きます。

タイムは佐藤さんが育てたものです

落ち葉で
模様を付
けました。


